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中標津町生涯学習情報 

今月の生涯学習の達人 
　
計
根
別
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
、

さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ク
ル
活
動
を
さ
れ
て

い
る
二
瓶
さ
ん
に
、
い
ろ
い
ろ
な
お
話

を
お
聞
き
し
ま
し
た
。 

 ―
二
瓶
さ
ん
は
、
い
く
つ
く
ら
い
の
サ

ー
ク
ル
に
所
属
し
て
い
る
ん
で
す
か
？
 

　「
剣
舞
・
大
正
琴
・
書
道
・
カ
ラ
オ
ケ

の
４
つ
に
入
会
し
て
い
ま
す
。
あ
と
、

町
内
会
で
老
人
ク
ラ
ブ
に
入
会
し
て
い

ま
す
」 

―
結
構
多
く
の
サ
ー
ク
ル
に
入
会
し
て

ま
す
ね
。
こ
れ
で
は
、
一
週
間
が
サ
ー

ク
ル
活
動
で
終
わ
っ
て
し
ま
う
ん
じ
ゃ

あ
り
ま
せ
ん
か
？
 

　「
そ
う
で
す
ね
（
笑
）。
一
ヶ
月
の
う

ち
で
何
も
な
い
日
は
、
五
〜
六
日
程
度

で
し
ょ
う
か
。
あ
と
は
、
大
体
何
か
の

サ
ー
ク
ル
で
出
か
け
て
い
ま
す
ね
。 

で
も
、
自
分
が
や
り
た
く
て
入
会
し
て

い
る
の
で
大
変
で
は
あ
り
ま
せ
ん
よ
」 

―
サ
ー
ク
ル
活
動
を
し
て
み
よ
う
と
思

っ
た
理
由
は
な
ん
で
す
か
？
 

　「
書
道
・
カ
ラ
オ
ケ
は
も
と
も
と
好
き

だ
っ
た
の
で
、
友
人
に
誘
わ
れ
た
と
き

に
入
り
ま
し
た
。
自
分
か
ら
よ
り
も
、

誰
か
に
誘
わ
れ
て
入
会
す
る
と
い
う
の

が
多
い
で
す
ね
」 

―
二
瓶
さ
ん
に
と
っ
て
『
サ
ー
ク
ル
活
動
』

と
は
ど
う
い
う
も
の
で
す
か
？
 

　「
や
っ
ぱ
り
一
番
は
、
仲
間
と
の
親
睦

の
場
だ
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
一
週
間

に
一
度
会
っ
て
、
サ
ー
ク
ル
活
動
の
ほ

か
に
お
互
い
の
近
況
な
ど
も
話
し
た
り

す
る
の
が
、
よ
り
交
流
を
深
め
る
の
に

大
事
だ
と
思
い
ま
す
。 

　
そ
し
て
、
下
手
で
も
い
い
か
ら
『
楽

し
む
』
こ
と
。
こ
れ
も
大
事
だ
と
思
い

ま
す
。
楽
し
め
な
い
活
動
は
、
た
だ
大

変
な
だ
け
で
す
か
ら
ね
」 

―
今
参
加
し
て
い
る
サ
ー
ク
ル
の
ほ
か
に
、

こ
ん
な
サ
ー
ク
ル
が
あ
っ
た
ら
参
加
し

て
み
た
い
、
と
い
う
活
動
は
あ
り
ま
す

か
？
 

　「
詩
吟
に
は
興
味
を
持
っ
て
い
る
の
で

す
が
、
先
ほ
ど
話
し
た
よ
う
に
な
か
な

か
自
由
な
時
間
を
と
れ
る
機
会
が
な
い

現
状
な
の
で
、
入
会
は
今
の
所
考
え
て
 

い
ま
せ
ん
。
こ
れ
以
上
入
会
し
た
ら
、

パ
ン
ク
し
て
し
ま
い
ま
す
か
ら
（
笑
）」 

―
ま
た
今
年
も
計
根
別
芸
術
文
化
祭
が

あ
り
ま
す
が
、
抱
負
を
聞
か
せ
て
く
だ

さ
い
。 

　「
私
は
十
年
以
上
前
く
ら
い
か
ら
出
演

さ
せ
て
も
ら
っ
て
ま
す
が
、
毎
年
健
康

な
状
態
で
出
演
で
き
る
こ
と
に
幸
せ
を

感
じ
て
い
ま
す
。
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

職
員
の
皆
さ
ん
や
、
サ
ー
ク
ル
の
皆
さ

ん
の
お
世
話
に
な
り
な
が
ら
、
ま
た
今

年
も
楽
し
く
頑
張
り
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
」 

　
十
年
以
上
前
か
ら
、
計
根
別
地
区
で

サ
ー
ク
ル
活
動
を
続
け
て
き
た
二
瓶
さ
ん
。

ま
た
今
年
も
自
身
が
精
一
杯
楽
し
み
、

観
客
の
皆
さ
ん
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る

と
思
い
ま
す
。 

二瓶　照子さん 

2002

11Vol.55

大
事
な
の
は
『
楽
し
む
』
こ
と
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○講師紹介：1959年生まれ。東京都立大学人文
学部社会学科助教授。東京大学大学
院博士課程修了。社会学博士。援助
交際、オウム真理教、酒鬼薔薇聖斗
事件、少年のナイフ事件などの現代
のさまざまな社会風俗、事件を社会
学的に考察する稀代の社会学者。 

　　　　　　著書に『制服少女たちの選択』『世紀
末の作法』『美しき少年の理由なき自
殺』ほか多数。 

と　き／11月24日A

　　　　午後12時20分～１時50分 
ところ／丸山小学校 
※入場料は無料です。どなたでも参加できます。 
テーマ／学校的日常を生き抜け 

主催／中標津町教育委員会 
　　　中標津町合同教育研究大会実行委員会 

11月の文化祭行事をご案内いたします。 
多くの皆様のご来場をお待ちしています。 

◎文化講演会◎ 
と　き　11月６日D　午後７時から 

ところ　中標津町交流センター（計根別市街） 

講　師　碓氷　ミナ子氏（碓氷勝三郎商店） 

※生涯学習だより 10月号で、碓氷ミナ子さんの

お名前を「碓井ミナ子さん」と誤って掲載して

いました。訂正をいたしますとともに、お詫び

申し上げます。 

 

◎芸能発表会◎ 
と　き　11月９日G　午前10時30分から 

ところ　中標津町交流センター（計根別市街） 

内　容　農高太鼓・カラオケ・日舞・剣舞・ 

　　　　大正琴・民謡手踊り・詩吟　ほか 

　※ジュースの無料サービスがあります。 

◆民謡の夕べ 
と　き　11月９日G　午後３時30分から 

ところ　中標津町交流センター（計根別市街） 

 

◆映画会 
と　き　11月10日A　午後１時30分から 

ところ　中標津町交流センター（計根別市街） 

上映作品『もののけ姫』『トムとジェリー』 

　※各行事の変更・中止につきましては、あらか

　　じめご了承ください。 

お問い合わせ先 

　計根別芸術文化祭実行委員会事務局 

　1８－２２５８（計根別生涯学習センター） 

　町内各校代表の中学生11人が、日常生活で
体験したことを通して、感動したこと、疑問
に思うことや、将来の希望などを町民の皆さ
んの前で発表します。今の中学生の声を聞い
てみませんか？ 
　どなたでも入場できますので、たくさんの
ご来場をお待ちしています。 
 
と　き　11月8日F　午前9時30分～11時30分 
ところ　しるべっとホール 
入場料　無料 
主　催　中標津町教育委員会 
後　援　中標津町小中学校校長会・中標津青

年会議所・中標津町全町内会連合会・
中標津町ＰＴＡ連合会・北海道新聞
社中標津支局・釧路新聞社中標津支
局・㈲総合企画 

 
お問い合わせ　生涯学習課青少年教育係 
　　　　　　　　1３－３１１１（内線272） 

～生涯学習研修講座～～生涯学習研修講座～ ～生涯学習研修講座～ 
宮台真司講演会宮台真司講演会

現代と若者の実態に深く切り込む。 
若手№１の社会学博士！ 
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養
老
牛
に
音
楽
教
師
と
し
て
赴
任
し
て
、

半
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
小
学
校
一
年
生
か
ら

中
学
校
三
年
生
ま
で
音
楽
を
通
し
て
学
び
あ

え
る
幸
せ
を
実
感
し
て
い
ま
す
。
小
学
校
の

低
学
年
の
子
ど
も
た
ち
は
、
何
を
や
っ
て
も

楽
し
そ
う
に
歌
っ
て
く
れ
る
し
、
飲
み
込
み

が
早
く
元
気
の
よ
さ
が
素
敵
で
す
。
中
学
生

は
も
っ
と
恥
ず
か
し
が
り
な
が
ら
歌
う
の
か

な
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
歌
う
こ
と
に
抵

抗
も
な
く
、
ま
じ
め
に
音
楽
に
取
り
組
ん
で

く
れ
ま
す
。 

　
普
段
の
授
業
で
は
、
小
学
校
低
学
年
の
子

ど
も
た
ち
に
は
、
体
ほ
ぐ
し
や
発
声
練
習
、

リ
ズ
ム
練
習
を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。
高
学

年
の
子
ど
も
た
ち
に
は
リ
コ
ー
ダ
ー
の
基
礎

練
習
を
、
中
学
生
の
生
徒
に
は
ア
ル
ト
リ
コ

ー
ダ
ー
の
基
礎
や
五
問
テ
ス
ト
を
行
い
、
音

楽
の
知
識
も
自
然
に
身
に
付
く
よ
う
に
工
夫

し
て
い
ま
す
。
合
唱
で
は
、
低
学
年
の
子
ど

も
に
リ
ズ
ム
に
乗
っ
て
歌
え
る
よ
う
に
、
高

学
年
で
は
複
旋
律
の
曲
に
、
中
学
生
で
は
三

部
合
唱
曲
に
挑
戦
し
て
い
ま
す
。 

　
本
校
で
は
、「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
に

「
全
校
音
楽
」
も
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。
小
学

生
の
う
ち
に
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
や
ト
ラ
ン
ペ
ッ

ト
な
ど
の
木
管
楽
器
や
金
管
楽
器
に
も
取
り

組
ん
で
い
る
の
に
驚
き
ま
し
た
が
、
音
楽
を

通
し
て
情
操
豊
か
な
心
を
育
て
な
が
ら
友
達

と
力
を
合
わ
せ
る
心
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
大
切

に
し
て
い
ま
す
。
今
は
十
月
の
『
ふ
れ
あ
い

文
化
祭
』
に
向
け
て
、
学
年
の
合
唱
曲
以
外
に
、

そ
の
「
全
校
音
楽
」
の
出
し
物
で
あ
る
宮
崎

駿
監
督
の
ア
ニ
メ
映
画
シ
リ
ー
ズ
「
ジ
ブ
リ

メ
ド
レ
ー
」
に
全
部
の
先
生
方
の
協
力
を
得

て
全
校
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
ま
す
。 

（
養
老
牛
中
学
校
教
諭
　
三
上
道
子
） 

学 校 発  クラスの横顔 

青少年教育指導センター 
（東７条北３丁目） 

月曜日～金曜日 
（午前９時～午後４時） 

1２－１７１７ 
6２－１７０７ と　き／平成15年１月11日g 

　　　　　　　　午後７時開演予定 
ところ／根室市総合文化会館小ホール 
入場料／2,500円（全席自由） 
問い合わせ先／根室市総合文化会館 
　　（1０１５３２－４－３１８８） 

と　き／11月14日e　午後６時30分開演 
ところ／釧路市民文化会館小ホール 
入場料／2,500円（全席自由） 
問い合わせ先／実行委員会 
　　（1０１５４－３７－１９５０） 

釧路市 

ウィーン・イエス・トリオ 

ニューイヤーコンサート 

Ｎ響メンバーによる室内楽 

モーツァルトの夕べ 

根室市 

～生涯学習研修講座～ 
宮台真司講演会
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※お申し込みは、往復はがきか町体育館窓口まで。　※定員オーバーの場合は抽選となります。 
※なお、お申し込みは日曜・祝日をのぞく午前９時から午後５時まで。 

●スピードスケート少年団 

●根室管内スポーツ少年団認定員養成講習会 

募集対象／小学生以上の男女（ある程度滑れる人） 
練習期間／11月から12月（陸上トレーニング） 
　　　　　12月から２月（氷上練習） 

スポーツ少年団には、最低１名の有資格指導者がいることが必要です。 
参加資格　（１）日本スポーツ少年団登録指導者 
　　　　　（２）本年度または次年度に指導登録が見込まれるもの 
お問い合せ先　町体育館　1２－２３１６まで 

第
三
十
四
回
 

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
（
町
体
育
館
）
 

　
男
子
　
優
 
勝
　
中
標
津
誠
組
 

　
　
　
　
準
優
勝
　
国
士
無
双
 

　
　
　
　
三
 
位
　
中
標
津
マ
ッ
ピ
ー
ズ
 

　
　
　
　
　
　
　
　
中
標
津
天
和
 

　
女
子
　
優
 
勝
　
中
標
津
教
職
員
 

　
　
　
　
準
優
勝
　
中
標
津
高
校
 

　
　
　
　
三
 
位
　
中
標
津
ス
ピ
リ
ッ
ツ
 

 第
二
十
六
回
 
 
（
町
営
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
）
 

町
民
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
 

　
一
般
男
子
一
部
 

　
　
　
　
優
 
勝
　
大
島
 
悦
男
・
水
野
 
喜
一
 

　
　
　
　
準
優
勝
　
奥
山
 
賢
次
・
松
本
 
博
史
 

　
　
　
　
三
 
位
　
池
田
 
秀
人
・
赤
波
江
信
二
 

　
一
般
男
子
二
部
 

　
　
　
　
優
 
勝
　
宮
本
 
 
新
・
石
神
 
敏
輔
 

　
　
　
　
準
優
勝
　
酒
井
 
 
友
・
纐
纈
 
和
哉
 

　
　
　
　
三
 
位
　
沖
津
 
悟
一
・
斉
藤
 
貴
志
 

　
一
般
女
子
Ａ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 

　
　
　
　
優
 
勝
　
照
井
 
由
加
・
吉
原
 
紀
子
 

　
　
　
　
準
優
勝
　
山
田
え
り
か
・
行
田
 
絢
子
 

　
　
　
　
三
 
位
　
奥
地
 
恵
美
・
杉
本
千
賀
子
 

　
　
　
　
　
　
　
　
渡
部
 
遵
子
・
坂
口
 
知
美
 

　
中
学
女
子
 

　
　
　
　
優
 
勝
　
平
井
 
希
美
・
古
川
 
美
幸
 

　
　
　
　
準
優
勝
　
斉
藤
麻
奈
香
・
大
石
 
理
恵
 

　
　
　
　
三
 
位
　
倉
内
 
美
奈
・
目
黒
 
 
舞
 

　
　
　
　
　
　
　
　
塩
崎
 
有
沙
・
佐
藤
沙
也
加
 

体
育
の
日
記
念
成
績
 10/13Ó

屋外体育施設閉場の 
お知らせ 

　10月31日で町営野球場、町営テニスコート、 
ふれあいテニスコート、泉運動広場、睦運動広 
場を冬期の閉場に入りました。 

町温水プール開館時間 
変更のお知らせ 

　11月から来年4月の間、町温水プールの開館 
時間が変更になりました。 
 

平　　日 

日曜・祝日 

 

午　　前 

閉　館 

10:00～12:00

午　　後 

13:00～17:00 

13:00～17:00

夜　　間 

17:30～20:00 

閉　館 

～冬季期間プールの利用について～ 

NORI  NORI  FESTA  2002  in  NAKASHIBETSUNORI  NORI  FESTA  2002  in  NAKASHIBETSUNORI  NORI  FESTA  2002  in  NAKASHIBETSU

スポーツ少年団新入団員募集！！  

講習会のお知らせ  

年会費 
小学生低学年（１年～３年生）13,000円 
小学生高学年（４年～６年生）15,000円 
中学生　　　　　　　　　　　17,000円 
お問い合せ先　町体育館　1２－２３１６ 

と　き　11月23日_・24日A 
ところ　町体育館 

10月号に掲載しました「第26回なかし
べつマラソン」の成績で誤りがござい
ました。下記のとおり訂正し、お詫び
申し上げます。 
【４キロ】６年生男子　尾藤康平君と
掲載しておりましたが、山野了二君の
誤りです。 

町体育館・町温水プール・町武道館の 
11月の休館日は、５日（火）でした。 

12月の休館日は２日（月）です。 

　  教　　　室　　　名 期 間・時 間 

１月14・15日 
11：00～12：00 

１月16・17日 
11：00～12：00 

１月14・15日 
13：30～14：30 

１月26日～３月16日 
の間で３回 
10：00～15：00

場　所 回数 

２ 

２ 

２ 

３ 

定員 

30人 

30人 

30人 

30人 

　対　象 

小学１年生 

小学１年生 

小学２年生 

小学生～一般 

  受 講 料 

   

     500円 

 

小 1,000円 
大 2,000円 
※諸経費は自費 

締め切り 

 

12／17 

 

１／10

第１回小学１年生スケート教室 

第２回小学１年生スケート教室 

小学２年生スケート教室 

ス キ ー 教 室 

アイス 
ホッケー 
リンク 

ビラオ 
スキー場 

と　き／と　き／1212月７日月７日G　午後６時～９時　午後６時～９時 
ところ／町体育館ところ／町体育館 
参加料／参加料／2,0002,000円（前売りのみ）円（前売りのみ） 
　　　　※しるべっと窓口で販売中！　　　　※しるべっと窓口で販売中！ 
内　容／体験レッスンと講師・サークルによるデモンスト内　容／体験レッスンと講師・サークルによるデモンストレーションレーション 
講　師／片岡　幸子　氏　ほか講　師／片岡　幸子　氏　ほか 
主　催／主　催／NORI  NORI   FESTA  2002NORI  NORI   FESTA  2002実行委員会実行委員会 
後　援／中標津町教育委員会・後　援／中標津町教育委員会・7中標津町文化スポーツ振興財団中標津町文化スポーツ振興財団 
※お問い合わせは、実行委員会・川村（※お問い合わせは、実行委員会・川村（1２－７５５８）まで。２－７５５８）まで。 

と　き／12月７日G　午後６時～９時 
ところ／町体育館 
参加料／2,000円（前売りのみ） 
　　　　※しるべっと窓口で販売中！ 
内　容／体験レッスンと講師・サークルによるデモンストレーション 
講　師／片岡　幸子　氏　ほか 
主　催／NORI  NORI   FESTA  2002実行委員会 
後　援／中標津町教育委員会・7中標津町文化スポーツ振興財団 
※お問い合わせは、実行委員会・川村（1２－７５５８）まで。 
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★中標津町在住の画家、

阿部俊明さんの詩画集。

1 枚 1 枚丹念に描かれ

た絵が感動！！ 

『生きる喜び絵筆にこめて』 
阿部俊明／著 

★日野原重明と瀬戸内寂

聴との「生老病死」を

めぐる対論。よく生き、

よく老い、よく病み、

ありがとうで人生をし

めくくりたい人必見！！ 

『いのち、生ききる』 

★マイホームの頭金、出

産祝いの相場、引越し

etc…。いざという時に

必要になるお金の相場

を紹介。 

『いざというときお金はいくら必要か　６訂版』 
PHP研究所／編 

『経済が楽しくなる本』 
日経STOCKリーグ／編 

★音楽の天才たちはどの

ような少年・少女時代

を送ったのか。カザルス、

デュ・プレなど 40 人

以上の人物を紹介。 

『音楽の神童たち　上・下』 

『近藤勇暗殺指令』 
岳真也／著 

★人々の栄養状態を管理・

指導をする栄養士。仕

事の成り立ちと職場の

現状、受験準備のポイ

ントなどを紹介。 

『栄養士・管理栄養士まるごとガイド』 
香川芳子／著 

★エイズ、両親の性的暴力、

友人の死…。どんなに

絶望的な状況になって

も生きることを決して

あきらめなかった 14

歳の魂のメッセージ。 

『翼をください』 

★最も身近な動物として、

昔から神社にまつられ、

歌にうたわれてきたキ

ツネとタヌキ。その以

外な生態を興味深く描く。 

『キツネとタヌキの大研究』 
木暮正夫／著 

★乱用薬物の害をしっか
り学び、体と心への悪
影響を脳裏に刻み込む
ことができる待望の絵本。
タバコの害についての
科学的実証も分かりや
すく解説！！ 

『タバコいや！の絵本』 
北沢杏子／文 

★「あんぽんたん」や「と

んちんかん」、「てんや

わんや」…。日本語の

不思議でおかしな言葉を、

楽しい絵とともにその

語源を探る！！ 

『あんぽんたんのおもしろことばなんじゃらほい』 
ひろかわさえこ／著 

★新学期、親友だったサ
ビーナの態度が一変。
ノーラに近づいてくる
のは嫌われ者のカーリ
ンだけで…。現代に生
きる女の子を等身大で
描く心に響く物語。 

『ノーラ、12歳の秋』 
アニカ・トール／作 

★経済の仕組みを、イラ

ストで徹底的に噛み砕

いて解説。経済アレル

ギーの人も楽しく勉強

できる！ 

★幕末維新の動乱、京都

で「壬生狼」と恐れら

れた新選組局長・近藤勇。

武士として志に生きた

傑物の激烈なる半生。 

クロード・ケネソン／著 

『秋に読みたい！ふるさと文学』 

『海猫』 
谷村志穂／著 

『リカちゃん大図鑑　愛蔵版』 
ヌーベルグー／出版 

『もの忘れを防ぐ100のコツ』 
主婦の友社／編 

『陽気なママの家庭の英語』 
村松由美子／著 

『十二国記アニメ脚本集１・２』 
小野不由美／著 

『トイレにいっていいですか　改訂新版』 
和歌山静子／著 

『まじょ子とハムスター王国』 
藤真知子／著 

『ヴァイキングの誓い』 
ローズマリー・サトクリフ／著 

★一般・児童図書ともに、中標津を中心とした
根室管内の文学や郷土資料を展示貸出してい
ます。読書の秋、就寝前の一冊に「ふるさと
文学」はいかがですか？ 

11月の休館日は、５日（火）でした。 

12月の休館日は 

12／２（月）です。 

（例　別海町図書館で借用→別海町図書館へ直接返却） 
　＊ただし、中標津町図書館で他町村の図書を借りた場
　　合は、中標津町図書館へ返却。 

日野原重明・瀬戸内寂聴／著 

アンソニー･G･ジョンソン／著 

NORI  NORI  FESTA  2002  in  NAKASHIBETSU
と　き／12月７日G　午後６時～９時 
ところ／町体育館 
参加料／2,000円（前売りのみ） 
　　　　※しるべっと窓口で販売中！ 
内　容／体験レッスンと講師・サークルによるデモンストレーション 
講　師／片岡　幸子　氏　ほか 
主　催／NORI  NORI   FESTA  2002実行委員会 
後　援／中標津町教育委員会・7中標津町文化スポーツ振興財団 
※お問い合わせは、実行委員会・川村（1２－７５５８）まで。 

返却する図書は、その本を借りた図書館へ 
返却してください。 
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講　師／衣笠　祥雄　氏（プロ野球解説者） 
　　　　昭和22年１月18日生まれ。京都市東山区出身。 
　　　　昭和40年平安高校から広島東洋カープに入団。捕手から内野手に転向して43年か

らレギュラー。幾多のケガを不屈の精神力と忍耐で乗り越え、45年から 23年で
2215試合連続出場の世界記録を達成し、62年に国民栄誉賞を受賞した。その間、
５回にわたるチーム優勝に貢献。特に59年は初の打率３割以上、打点王と大活躍し
リーグの最優秀選手に選ばれた。62年シーズン終了後引退し、以後は野球解説者、
スポーツコンサルタントとして活躍中。 

しるべっと
、町体育館

 

計根別生涯
学習センタ

ーにて 

チケット発
売中！ 

と　き／11月26日C　午後７時開場 
　　　　　　　　        午後７時30分開演 
ところ／しるべっとホール 
入場料／一　　般 1,000円（当日 1,200円） 
　　　　小中高生　500円（当日　600円）〔全席自由〕 

主　催／7中標津町文化スポーツ振興財団 
共　催／6中標津青年会議所・中標津連合町内会・中標津ロータリークラブ 
後　援／北海道軟式野球連盟中標津支部・中標津町教育委員会 

◇託児サービスがございます。（子ども１名500円） 
◇手話通訳がございます。 
◇車イス席、親子室がございます。 
◇未就学児のご入場はお断りいたします。 

※ご希望の方はチケットお求めの際にしるべっとにお問い合わせください。 

主　催／なかしべつ親子劇場・7中標津町文化スポーツ振興財団 
主　催／富良野塾を学び自然と命を尊ぶ会 
共　催／中標津町教育委員会・7中標津町文化スポーツ振興財団 

と　き／11月30日G　午後１時30分開場 
　　　　　　　　        午後２時開演 
ところ／しるべっと  コミュニティホール 
入場料／大人（高校生以上）1,200円 
　　　　子ども（４才以上）1,000円　〔当日、各300円増し〕 
 

と　き／平成15年１月19日A 
　　　　午後６時30分開場　午後７時開演 
ところ／しるべっとホール 
入場料／Ａ席（１階）　一般4,800円　学生4,300円 
　　　　Ｂ席（２階）　一般3,800円　学生3,300円 
　　　　　　　　　　　〔全席指定・当日各500円増し〕 

※しるべっとにて発売中！ 

　大正12年、富良野の開拓小屋で始まった「根来一家」の
歴史。10人の子どもが誕生し、小さな柾ぶきの屋根の下で
貧しいながらも歌声の絶えない幸せな暮らしを営んでいた。 
　昭和18年、戦争の荒波は根来家にも押し寄せる。長男、
次男に続き徴兵命令が下った三男は屋根の上で服毒自殺を遂
げる。 
　昭和20年、戦争は終わる。時は流れ、貧しい節約の時代
から豊かな消費の時代へと移り変わる。末息子の元で隠居し
ている老夫婦は、世間の流れに背くかのように、古着を裂い
て縄をない始める。 
　ようやく手に入れた「豊か」といわれる時代の中で一家に
暗い影が忍び寄る。 
　そんな時、老母は死んだ三男に屋根の上で会ったと告白する。 
　一つの家族の歴史を追いつつ、時代を超えて「本当の幸せ」
とは何かを問い掛ける、感動の公演。 

倉本聰　作・演出　富良野塾公演「屋根」倉本聰　作・演出　富良野塾公演「屋根」 倉本聰　作・演出　富良野塾公演「屋根」 
「北の国から」の魂がここにある 

11月10日（日）午前９時より、しるべっとにて発売開始！ 
※お問い合わせ・電話予約は、しるべっと（1３－１１３１）へ。 

第55回中標津町芸術文化祭のご案内 

しるべっと
の舞台があなたを待つ！

12月より開始Y
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　これからの芸術文化祭事業は次のとおりです。皆さまの、ご鑑賞・ご参加をお待ちします。 
　いずれも、しるべっとが会場で入場無料です。 
※くわしい内容は、別刷チラシでご案内します。 
 
☆合 同 華 展（第２部）11月７日E～10日A 
☆総合展覧会（前期）　11月７日E～11日B 
☆合 同 華 展（第３部）11月14日E～17日A 
☆総合展覧会（後期）　11月14日E～18日B 
☆文化バザー　　　　　11月24日A　午前10時 

主　催／7中標津町文化スポーツ振興財団 

倉本聰　作・演出　富良野塾公演「屋根」 

第5555回中標津町芸術文化祭のご案内回中標津町芸術文化祭のご案内 第55回中標津町芸術文化祭のご案内 

第15回　なかしべつ美術展 
期　間／11月21日E～25日B〔５日間〕 
　　　　午前９時～午後９時 
会　場／しるべっと　コミュニティホールほか　〔入場無料〕 
展示作品／町内で活動されている美術愛好者の作品を展示します 
主　催／7中標津町文化スポーツ振興財団 

　町民ホールに昔なつかしい「横丁の縁台」が登
場します。 
　そこではボランティアの方々が、「囲碁」「編
み物」の初歩を学んでみたい方に、いっしょにや
りながら教えてくれます。 
　決まった曜日と時間に行けば、申し込み不要で
気軽に学ぶことができます。 
　やってみたい、ちょっと体験したい・・・そん
な方を、ボランティア講師の皆さんはお待ちして
います。 

 
曜日と時間／「らいふまっぷ」12月号でお知らせします。 
場　所／いずれも、しるべっと町民ホール（図書

館側特設縁台） 
内　容／いずれも、原則的に初歩（基本）を教え

ますが、個人の希望や技量によって若干
内容が変わります。 

対　象／年齢・性別などいっさい問いません 
講　師／いずれも、ボランティアの方々です。 
※くわしくは、しるべっと（1３－１１３１）へ
　お問い合わせください。 
 
この講座は「しるべっと学園」として7中標津町
文化スポーツ振興財団が主催します。 

☆アマチュアバンドフェスティバル 
　と　き／12月23日_ 
　ところ／しるべっと　コミュニティホール 
　対象等／アマチュアバンドであれば町内外、演

奏形態、年代を問わず出演できます。
ただし、７団体限定とします。複数の
バンドの掛け持ちは禁止します。演奏
予定時間は25分（準備・撤去を含む）
です。 

　その他／このイベントは出演者（出演バンド）
で実行委員会を組織し、準備・運営を
おこないます。 

 
☆名士＆職域かくし芸のつどい 
　と　き／平成15年２月23日A 
　ところ／しるべっとホール 
　対象等／町内にある職場・団体であれば出演で

きます。個人の場合は所属団体を明確
にしたうえで代表という形にさせてい
ただきます。 

　　　　　１団体10分程度の持ち時間でかくし芸
を披露していただきます。 

　その他／出演団体には、もれなく豪華（？）な
各賞を予定しています。 

 
　申し込み・問い合わせは、いずれもしるべっと
（1３－１１３１）へ。 

 

&中標津町文化スポーツ振興財団では、 
次のイベントの出演者（団体）を募集します。 

出演者・出演団体募集 
しるべっと

の舞台があなたを待つ！しるべっと
の舞台があなたを待つ！

〔11月29日（金）締切り〕 

1212月より開始開始Y12月より開始Y



8

 

し
る
べ
っ
と
情
報
　
中
標
津
町
総
合
文
化
会
館
　
1
３ - 

１
１
３
１ 

※しるべっとスクランブルに掲載を希望される方は、しるべっとへ。 

しるべっとスクランブル 
※お問い合わせはしるべっと（13-1131）へ ◎印のイベントチケットはしるべっと窓口で発売しています。 

◎第25回 北海道中標津高等学校吹奏楽部定期演奏会 
　と　き／11月９日G　午後６時開場 
　　　　　　　　　　　午後６時30分開演 
　ところ／しるべっとホール 
　入場料／300円 
　主　催／北海道中標津高等学校吹奏楽部 
 
○第40回 中標津町小中学校音楽交流発表会 
　と　き／11月16日G　午前11時30分開場 
　　　　　　　　　　　 正午開演 
　ところ／しるべっとホール（入場無料） 
　主　催／中標津町教育研究会 
　　　　　中標津町教育委員会 
 
○第12回 根室管内リコーダーコンテスト 
　と　き／11月23日_　午前11時30分開場 
　　　　　　　　　　　 正午開演 
　ところ／しるべっとホール（入場無料） 
　主　催／根室管内音楽教育研究会 
 
○第28回 中標津中学校吹奏楽部定期演奏会 
　と　き／11月30日G　午後６時開場 
　　　　　　　　　　　 午後６時30分開演 
　ところ／しるべっとホール（入場無料） 
　主　催／中標津中学校吹奏楽部 
　後　援／7中標津町文化スポーツ振興財団 
 
○人の技能を大切に！中標津町技能文化展示 
　と　き／11月８日F～11日B 
　　　　※11日Bは午後５時まで 

　ところ／しるべっと　町民ホール 
　主　催／職業訓練法人中標津地方職業訓練協会 
　　　　　北海道認定中標津地方高等職業訓練校 
　　　　　中標津地方技能士会 
 
○手作じゅうたんアート展 
　と　き／11月28日E～30日G

　　　　　午前９時～午後８時 
　　　　（28日は午前10時から、30日は午後４時30分まで） 

　ところ／しるべっと　展示室（入場無料） 
　主　催／日本ダネラ協会 
 
○第27回 中標津町合同教育研究大会　教育展 
　と　き／12月４日D～11日D

　　　　　午前９時～午後９時 
　ところ／しるべっと　 
　　　　　コミュニティホール（入場無料） 
　主　催／中標津町教育研究会 

○エレクトーン発表会 
　と　き／11月24日A　午後１時開場　午後１時30分開演 

　ところ／しるべっとホール（入場無料） 

　主　催／中標津ヤマハ音楽センター 

 
○ピアノ発表会 
　と　き／12月１日A　第１部  10：30開演 

　　　　　　　　　　    第２部  13：30開演 

　　　　　　　　　　    第３部  16：00開演 

　ところ／しるべっとホール（入場無料） 

　主　催／中標津ヤマハ音楽センター 

 

◎第18回 ソットヴォーチェ演奏会 
　 　　　　～ピアノと声楽のコンサート～ 
　と　き／12月７日G　午後６時30分開場　午後７時開演 

　ところ／しるべっとホール 

　入場料／1,000円（中学生以下600円） 

　曲　目／ゴリウォーグのケーク・ウォーク 

　　　　　ふるさと　オペラ「カルメン」より　ほか 

　主　催／ソットヴォーチェ 

　後　援／7中標津町文化スポーツ振興財団 

 

○中標津町立若竹小学校共同版画作品展 
　1972年より版画制作活動に取り組み、30年を迎えた若竹小学校。 

　昨年は版画文集第30号を発行することができました。今回の作品展では、 

　これまで制作してきた版画のうち、共同版画を展示致します。 

　と　き／11月28日E～12月１日A
　　　　※１日Aは午後３時まで 

　ところ／しるべっと　町民ホール 

 

○水彩画サークル　Water Colors作品展 
　と　き／12月３日C～10日C　午前９時～午後10時 
　　　　 （３日は午後３時から、10日は午後４時まで） 

　ところ／しるべっと　展示室（入場無料） 

　主　催／水彩画サークル　Water Colors 

 

○押し花講習会 
　ふしぎな花倶楽部（ふらんねる）では、下記の日程で講習会を実施します。 

　日　程／11月16日G　押し花のポプリケース 
　　　　　　　30日G　ウエルカムボード 
　　　　　12月７日G　おしゃれなカード 
　　　　　　　14日G　花絵額 

　時　間／午後６時～８時 

　ところ／しるべっと　研修室 

　受講料／無料（但し、教材費として１回1,500円） 

　申込先／千葉（1３－２８０３）午後８時 

　　　　　以降で11日b締切 
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し
る
べ
っ
と
情
報
　
中
標
津
町
総
合
文
化
会
館 

生
涯
学
習
情
報 

しるべっとの11月の休館日は、５日（火）でした。 

12月の休館日は 12／２（月）です。 

　一雨ごとに秋が深まり、季節は晩秋から初冬へと移
っていきます。スポーツの秋、体育の日を記念して各
種スポーツのイベントが行われました。 
　第２回となる「クロスカントリー・リレーｉｎゆめ
の森」は、先月６日a道立ゆめの森公園で４部門22
チームで開催されました。今年も学校や職場の仲間あ
るいは近所の友人同士といったさまざまな形の１チー
ム５名で、タスキに勝利の願いを込めて、秋晴れの下、
さわやかな汗を流していました。 
　ただ、今回は親子チームの参加がなく、少し残念で
した。 
　スポーツは体力向上や健康増進と共に、多くの人た
ちとの出会いがあります。そして、このことがスポー
ツをさらに楽しくしてくれるのではないでしょうか。 
　いよいよウィンタースポーツのシーズンを迎えます。
財団では、より多くの方々に楽しんでいただけるよう
各種のスポーツ教室やイベントを計画しています。 
　皆様の参加をお待ちしています。 

休館日のお知らせ 

　7中標津町文化スポーツ振興財団は、中標津町
における文化・スポーツの普及振興のために必要
な事業をおこない、住民の文化及び体力の向上に
寄与することを目的に設立されました。 
　町民皆様のご支援により、各種文化・スポーツ
事業を開催しているところですが、さらに「賛助
会員」という支援形態があり、開催にあたり多大
なお力をいただいております。 
　賛助会員は、当財団の目的及び事業を支援しよ
うと思われる方（団体）であれば、どなたでもな
れるものです。 
　その際、賛助会費として「１口＝10,000円（何
口でも可）」の会費を納入していただきます。 
　趣旨をご理解いただき、多くの方々のご協力を
お願いします。 
　詳しいことは、7中標津町文化スポーツ振興財
団　総務管理課（1３－１１３１）へお問合せく
ださい。 

賛助会員としてご支援ください 

合唱とラグビーで全国ダブル出場 やったぞ！公式戦でついに初勝利 
喜びの農業高校野球部 

　この秋、中標津高校の合唱部とラグビー部が、揃って全国

大会出場を決めました。 

　合唱部は９月27日、釧路市で開かれた全道高等学校音楽発

表大会で見事最優秀賞に輝き、来年８月の全国高等学校総合

文化祭（福井県で開催）への出場が決定。 

　翌28日にはラグビー部が、札幌市での全道高校北大会決勝

戦で富良野高校を28対10で下し、

４年ぶり５度目の花園出場を決め

ました。全国大会は東大阪市の近

鉄花園ラグビー場で、12月27日か

ら開幕します。 

 

ラグビー部主将　村山謙太さん 

「９月末に行われた北北海道大会で優勝し、全国大会への出

場権を得ることができました。全国大会での勝利を目標とし、

これからの残された期間、練習に励み、少しでも今以上に力

を付け花園で勝利したいと思います」 

 

合唱部部長　麻郷地翼さん 

「私たち合唱部は、ただ自分の満足のためでなく、聞いてく

ださる方々の心にとどくあたたかい演奏を目指して、日々練

習してきました。このたび、高文連全道高校音楽発表大会に

おいて合唱部門最優秀賞を受賞し、全国大会への切符を手に

する事ができました。これもたく

さんの私たちを支えてくださった

方々のおかげだと思っています。

これからも私たち合唱部をよろし

くお願いします」 

　９月10日、釧路市民球場で農業高校野球部は公式戦初勝

利を挙げました。加藤明人監督に試合を振り返ってもらい

ました。 

 

　今秋季大会におきまして、創部以来23年越しの初勝利を

挙げることができました。この23年間、本校硬式野球部に

携わってきた方々の喜びの声を次々といただき、部員一同

改めて初勝利の喜びをかみしめているところです。 

　標津高校を相手に14対12という大味な試合ではありまし

たが、サッカー部からの補強を含む10人の選手たちが、持

てる力を充分に発揮できた試合で、練習熱心な生徒たちが

活躍している場面は、本当にすがすがしく感じました。途中、

選手の負傷による棄権の危機、突き放しては追いつかれ、

８回終了時点ではついに３点差をつけられるなど、なかな

か簡単に勝つことはできないことを思い知りました。 

　この一戦で、選手たち共々、やはりスポーツは｢努力｣あ

ってのものであることが再確認できました。これが、これ

からの連敗のスタートになる無意味な勝利にならないよう、

欲だけではなく、努力によって培われた力・技術で着実に

成長していくことで、

勝利できるチーム

を目指し、指導を

続けていきます。 



 

※
皆
さ
ま
か
ら
の
投
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 
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ー
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３
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内
線
２
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▽
　
私
は
朝
に
弱
く
、
そ
の
た

め
毎
日
出
勤
時
間
が
人
よ
り

遅
い
。
先
日
、
用
事
が
あ
っ

て
い
つ
も
よ
り
三
十
分
早
く

出
勤
し
、
今
日
は
私
が
一
番

乗
り
か
と
思
っ
た
が
、
す
で

に
上
司
が
一
人
来
て
い
た
。

私
の
次
に
出
勤
し
た
の
が
同
僚
。

彼
は
来
た
早
々
ポ
ッ
ト
持
っ

て
給
湯
室
へ
向
か
い
、
そ
し

て
み
ん
な
が
飲
む
コ
ー
ヒ
ー

を
作
っ
た
。
彼
の
そ
ん
な
姿

を
見
た
の
は
初
め
て
だ
っ
た
。 

　
　
そ
れ
か
ら
は
続
々
と
出
勤

し
て
き
た
の
だ
が
、
な
ぜ
か

み
ん
な
眠
そ
う
な
顔
を
し
て

い
た
。
き
っ
と
自
分
は
も
っ

と
眠
そ
う
な
顔
で
、
毎
朝
出

勤
し
て
る
の
だ
ろ
う
。 （

和
田
） 

▽
　
だ
ん
だ
ん
夜
が
長
く
な
り

目
覚
め
が
遅
く
な
る
今
日
こ

の
ご
ろ
、
毎
朝
ネ
コ
の
腹
時

計
に
起
さ
れ
て
い
る
。
昼
間

ご
ろ
ご
ろ
暮
ら
し
て
い
る
割

に
は
、
朝
ご
飯
の
時
間
に
は

厳
し
く
、
い
つ
ま
で
も
布
団

に
し
が
み
つ
い
て
い
る
私
の

枕
カ
バ
ー
で
バ
リ
バ
リ
と
爪

磨
ぎ
を
始
め
身
の
危
険
を
感

じ
さ
せ
る
。
わ
が
ま
ま
だ
な
、

と
言
い
な
が
ら
起
き
る
毎
日
。

あ
る
日
、
そ
の
ネ
コ
の
腹
時

計
が
狂
っ
た
。
気
づ
い
た
時

に
は
も
う
三
十
分
も
寝
坊
し

て
い
る
。
な
ん
で
起
さ
な
か

っ
た
の
ぉ
！
と
慌
て
て
飛
び

起
き
る
と
・
・
・「
わ
が
ま
ま

は
ど
っ
ち
だ
ン
ニ
ャ
」
ネ
コ

が
つ
ぶ
や
い
た
（
よ
う
な
気

が
し
た
）　
　
　
　
　
　
　（
ほ
） 

　
東
京
生
ま
れ
の
私
に
と
っ
て
、
中

標
津
は
生
地
以
上
に
大
切
な
古
里
で
す
。 

　
母
に
手
を
引
か
れ
て
四
歳
の
と
き

に
踊
り
を
始
め
ま
し
た
が
、
終
戦
後
、

七
歳
の
秋
に
花
柳
幸
穂
師
匠
の
と
こ

ろ
で
稽
古
を
再
開
し
ま
し
た
。 

　
高
校
入
学
と
同
時
に
二
代
目
花
柳

家
元
に
入
門
し
、
卒
業
後
は
正
式
に

内
弟
子
と
な
り
、
十
三
年
間
、
住
込

ん
で
稽
古
を
続
け
ま
し
た
。
昭
和
三

十
七
年
に
専
門
部
の
試
験
（
当
時
六

科
目
）
を
受
け
、
名
取
名
を
帛
実
（
は

く
み
）
と
し
ま
し
た
。 

　
昭
和
四
十
九
年
、
釧
路
市
の
妹
か

ら
、
姪
と
彼
女
の
友
人
に
稽
古
を
頼

ま
れ
ま
し
て
、
毎
月
飛
行
機
で
通
う

こ
と
に
な
り
、
そ
の
う
ち
、
中
標
津

の
有
志
の
方
々
か
ら
も
依
頼
が
あ
り
、

昭
和
五
十
三
年
の
春
か
ら
、
中
標
津

で
も
稽
古
を
開
始
し
ま
し
た
。 

　
そ
れ
か
ら
二
十
七
年
が
経
ち
、
東

京
と
釧
路
、
中
標
津
間
を
、
一
度
も

休
む
こ
と
な
く
通
え
る
こ
と
が
で
き

た
の
は
、
お
弟
子
さ
ん
や
お
仲
間
の

励
ま
し
と
、
中
標
津
そ
の
も
の
が
持

つ
豊
か
な
自
然
環
境
の
お
か
げ
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。 

　
当
初
は
、
共
同
福
祉
セ
ン
タ
ー
の

二
階
で
稽
古
を
し
て
お
り
ま
し
た
が
、

第
二
の
古
里
・
中
標
津
に
、
自
分
の

人
生
の
拠
点
を
つ
く
り
、
納
得
の
い

く
稽
古
活
動
を
続
け
た
い
、
と
願
う

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

　
平
成
三
年
、
中
標
津
に
念
願
の
自

宅
兼
稽
古
場
を
建
て
、
そ
の
夢
を
実

現
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
完
成

し
て
、
初
め
て
桧
の
舞
台
で
稽
古
し

た
と
き
の
喜
び
は
、
今
も
心
の
奥
に

強
く
残
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
後
、

平
成
九
年
に
な
っ
て
、
総
合
文
化
会

館
で
千
人
も
の
お
客
さ
ん
と
ご
一
緒

に
発
表
の
舞
台
を
踏
む
こ
と
で
き
ま

し
た
の
も
、
一
生
忘
れ
ら
れ
な
い
花

舞
台
で
す
。 

　
日
本
の
古
典
舞
踊
は
、
常
磐
津
・

長
唄
・
清
元
な
ど
の
物
語
を
舞
踊
で

表
現
す
る
た
め
、
絶
え
ず
よ
り
よ
い

形
を
求
め
な
が
ら
、
長
い
時
間
を
か

け
て
創
り
上
げ
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

歳
も
重
ね
、
今
後
ど
れ
ぐ
ら
い
続
け

ら
れ
る
か
不
安
で
い
っ
ぱ
い
で
す
が
、

改
め
て
こ
の
地
で
古
典
舞
踊
の
普
及

の
た
め
に
今
後
の
人
生
を
送
る
決
心

を
し
た
次
第
で
す
。 

住民票がない方も出席できます 
　学校や勤務先の関係で町に住民登録がない方でも、

成人式へ出席することは可能です。対象となるの

は昭和57年４月２日から昭和58年４月１日までに

生まれた方です。 

　出席を希望される方は、お早めに生涯学習係　

1３－３１１１（内線２７７）までご連絡ください。 

　なお、町に住民登録のある方には、12月中に出

席案内を送付いたします。 

 

　平成15年成人式　　 

　　と　き　平成15年１月７日C 

　　　　　　午後１時30分より 

　　ところ　しるべっとホール 

平成15年 
成人式 

第2回 
クロスカントリーリレー 
   in「ゆめの森」成績 
　10月６日aに道立ゆめの森公園で、22チーム
が参加して行われました　 
 
 
 
 
 
 
 
　１位のみ 
　【小学生高学年の部】 かっとびホルスタインチーム 
　【中学生男子の部】 広陵中野球部ピピプーチーム 
　【中学生女子の部】 勇気凛々Ａチーム 
　【一般男子の部】 チーム亀（かめ）チーム 


